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今
月
の
私
の
部
屋
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
越
前
海
岸
一
面
に
咲
く
水
仙
だ
。
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ア

ン
グ
ル
に
よ
る
、
こ
の
時
期
に
し
か
撮
れ
な
い
深
い
空
の
青
と
水
仙
の
黄
色
と
葉
の
緑
だ
。 

水
仙
と
聞
い
て
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
こ
の
越
前
海
岸
で
あ
ろ
う
。
奇
岩
の
広
が
る
断
崖
絶
壁
、

そ
の
下
の
波
荒
い
海
岸
線
と
対
照
的
な
の
が
斜
面
一
面
の
可
憐
な
水
仙
だ
。
こ
の
海
岸
線
の
水
仙
畑

は
国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

か
つ
て
、
こ
こ
を
訪
ね
た
時
、
土
地
の
年
配
の
お
じ
さ
ん
が
水
仙
の
美
し
さ
を
い
ろ
い
ろ
話
し
て

く
れ
た
。
「
厳
し
い
冬
の
寒
さ
と
そ
れ
に
耐
え
て
咲
く
こ
の
見
事
な
水
仙
は
、
日
本
海
側
に
住
み
、

忍
耐
力
の
あ
る
我
ら
福
井
の
県
民
性
と
よ
く
合
っ
て
い
る
」
と
。
越
前
海
岸
を
訪
ね
、
こ
の
話
を
聞

い
た
の
は
一
度
で
は
な
か
っ
た
。 

 

正
月
花
と
し
て
欠
か
せ
な
い
人
気
の
水
仙
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
文
献
に
登
場
す
る
。

水
仙
の
球
根
は
そ
れ
以
前
に
、
人
の
手
を
介
し
て
で
は
な
く
海
を
流
れ
て
渡
っ
て
き
た
と
い
う
説
が

有
力
で
あ
る
。
島
崎
藤
村
作
詞
の
あ
の
「
椰
子
の
実
」
が
思
い
出
さ
れ
、
何
と
も
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。

学
名
は
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
美
少
年
の
名
に
因
み
、
自
己
愛
、
う
ぬ
ぼ
れ
、
自
己
陶

酔
者
（
ナ
ル
シ
ス
ト
）
な
ど
の
花
言
葉
を
持
つ
。 

 

日
本
水
仙
の
三
大
群
生
地
と
い
う
と
、
福
井
県
越
前
海
岸
、
千
葉
県
鋸
南
町
、
兵
庫
県
淡
路
島
で

あ
る
。
水
仙
の
自
生
地
は
い
ず
れ
も
海
岸
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
。
地
中
海
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

通
っ
て
中
国
に
伝
わ
り
、
中
国
か
ら
海
流
に
乗
っ
て
日
本
の
海
岸
に
わ
た
っ
て
野
生
化
し
た
と
い
う

説
の
根
拠
に
も
な
っ
て
い
る
。
古
く
か
ら
水
仙
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
伊
豆
半
島
、

紀
伊
半
島
な
ど
海
岸
近
く
で
あ
る
。
た
ど
り
着
い
た
海
岸
線
で
日
当
た
り
、
風
通
し
な
ど
原
産
地
、

地
中
海
の
気
候
に
近
い
と
こ
ろ
で
生
き
延
び
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
鋸
南
町
の
水
仙
は
江
戸
時
代
に

は
、
す
で
に
船
で
江
戸
に
出
荷
さ
れ
、
高
貴
な
花
と
し
て
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

水
仙
の
こ
ち
向
く
花
の
香
を
も
ら
う 
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水
仙
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
な
の
で
有
毒
だ
。
韮
と
間
違
っ
て
食
べ
た
り
、
病
院
、
給
食
で
出
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
る
。 


